
ＩｏＴシステム構築実践
セミナー

主催：法政大学大学院つながるものづくり研究所

一般社団法人インダストリアル・バリューチェーン・イニシアティブ

ものづくりＩＴサポーター向け

日時：２０１７年１２月９日 １３：３０～１７：００
場所：法政大学 新見付校舎９階創造空間スタジオ



プログラムの内容

（１）ＩｏＴキット環境設定とファイル構成

（２）ＩｏＴキットのPythonプログラム

（３）デモ用業務アプリのカスタマイズ方法

（４）個別企業における実施手順および心得

（５）その他
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タイムテーブル

13:30 ガイダンス

13:40 ＰＣのインストール

14:00 システム構成の解説

14:30 演習１（ラズパイ上の設定の仕方）

15:00 演習２（アプリ側のカスタマイズ）

16:00 演習３（センサーデータの利活用）

16:30 サポート実施＆ディスカッション
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演習の内容

演習１（ラズパイ上の設定の仕方）
• configの書き換え

• センサーデータの取得

演習２（アプリ側のカスタマイズ）
• 工程を増やす、項目を増やす

• Ｅｘｃｅｌの設定

演習３（センサーデータの利活用）
• 生データを加工する

• コンテキサー基本機能
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コンテキサーの
インストール



インストール

•以下よりファイルをダウンロードします。

https://www.apstoweb.com/products/contexer/dow
nload/

（ＩＤ：apstoweb PW:contexer）

本日の資料は

http://iv-i.org/docs/HCMI-IoT_171209.pdf
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システムのインストール

注）すでにコンテキサーのライセンスをおもちの方は、現在のライセンスを
無効にします。C:¥ProgramData¥ApstoWeb¥Contexer¥license.txt
をリネームしてください。

サイトライセンスに切替えます。

配布されたライセンス
票にあるサイトＩＤとラ
イセンスキーを設定し、
取得ボタンを押します。
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ログイン

配布されたライセンス票にあるユーザ名とパスワードを入力し、
ログインボタンを押します。
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業務メニュー

デモ１：進捗管理

切断、曲げ、塗装、仕
上げの４つの工程か
らなる工場の進捗管
理を、ＩＣカードリー
ダーを用いて行うデモ
です。

デモ２：設備管理

設備のＯＮ／ＯＦＦを、電流
センサーをもちいて安価に
行うデモです。環境セン
サーやモーションセンサー
によるデモも行います。
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演習の内容

演習１（ラズパイ上の設定の仕方）
• configの書き換え

• センサーデータの取得

演習２（アプリ側のカスタマイズ）
• 工程を増やす、項目を増やす

• Ｅｘｃｅｌの設定

演習３（センサーデータの利活用）
• 生データを加工する

• コンテキサー基本機能
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ラズベリーパイを
使おう！



ＩＶＩ-１０万円ＩｏＴキットのしくみ

電流センサー

環境センサー

モーションセンサー

ＩＣカードリーダー

 センサーモジュール（10,000円×1＝10,000円）

 ＩＣカード（200円×50＝10,000円）

 エッジコンピューター（10,000円×4＝40,000円）

 ＩＣカードリーダー（5,000円×4＝20,000円）

 電流センサーモジュール（10,000円×2＝20,000円）

ソフトウェアはできるだけオープンソースを利用

業務アプリは、月額１０００円～（カスタマイズ可能）

クラウド上のストレージは月額１０００円程度（１Ｇ）

設置、配線、テスト等はすべて自分でやる！

参考情報

第一弾！
実験用デモ版

12



13



RaspberryPi（ラズパイ）

USB端子
×４

電源端子

モニター用
HDMI端子
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ラズベリーパイを起動する

ラズパイ

CRTHDMI端子

マウス

キーボード

USB端子

USB端子

電源アダプター

ミニUSB端子

CRTは電源端子をつなぐまえ
に設定してください。

このエラーメッセージは無視してか
まいません。（OKボタンを押す。）

microSD
カード
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WiFiの設定
WiFiの設定ができていないと、この
部分が×マークとなっています。

①左図のWiFiのアイコンをクリックする。
②利用するSSIDをリストから選択する
③パスワードを入力する
→これで左図のようなマークとなります。

WiFiが正しく設定されてい

る場合、ブラウザでイン
ターネットが閲覧できずは
ずです。
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①WiFiの設定をする際に
このアイコンをクリックします。

②該当するＷｉＦｉルーターの
ＳＳＩＤを選択します。

③パスワードを入力し
ＯＫをクリックします。

ＷｉＦｉの設定方法
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ラズパイを操作するのに便利なフリーソフト

https://www.realvnc.com/en/connect/download/viewer/

VNC Viewer ・・・ラズパイの画面をPCで見るソフト

WinSCP・・・ラズパイとPC間のファイル転送ソフト

https://winscp.net/
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IoTキットエッジプログラムv2.0
• 必要なライブラリ

• python2.7
• btle

• iot_kitディレクトリに同梱
• nfcpy 0.9

• 別途インストール
• /home/pi/nfcpy/

• プログラム構成
• /home/pi/iot_kit/

• main.py
• メインプログラム

• kvs.py
• クラウドデータベース接続ライブラリ

• (その他)
• btleライブラリ同梱のプログラム

• /boot/iot.config
• 設定ファイル

ApstoWeb Ltd. 2017
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Pythonソースコード（main.py）
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②カード読取り

①オーダＩＤの
読取り

AC電源コードの片

側のみをクリップす
る

ＵＶ、照度センサー

モーションセンサー

温度、湿度センサー

ICカード、バーコード、センサー、他
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ラズパイの
設定ファイル（iot.config）
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テキストエディターで開きます。
（notepadでは表示が乱れるので、
NotePad++、TeraPad、Meryなど
のフリーのソフトで編集します。）

microSDカードの内容
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microSDカードをPCに挿入すると、以下のようなメッセージがでる場合があります。
これは、キャンセルまたは×マークで閉じてください。

閉じる

閉じる
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デモのモードを設定します。

サイトＩＤを設定します。

スマートセンサーのMac
アドレスを設定します。

パスワードを設定します

データベース名設定します。
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iot.configの設定値

キー 既定値の例 意味

kvs_id pi@SITE-ID クラウドデータベースのID

kvs_password raspberry クラウドデータベースのパスワード

kvs_datasetid IoTApps クラウドデータベースのデータセット名

kvs_server https://apps.apsto
web.com/kvsapi.p
hp/

クラウドデータベースの書き出し先アドレ
ス(REST API)

mode 2 センサーモード
0=OFF(起動しない)
1=ALPSセンサー
2=NFCカード
3=電流センサー
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alps_sensor (IoTセンサー設定)

キー 説明

alps_addr ALPS IoTセンサー 機器ADDR

sampling_mode サンプリングモード 0:slow 1:fast 4:hybrid

slow_interval slowモード測定間隔sec

fast_internal fastモード測定間隔msec

thresholds 送信基準とする前回差分の閾値 -1:無効

sma_cycle 移動平均回数 1以下無効
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voltage_sensor (電流センサー設定)

キー 説明

interval 測定間隔sec

threshold 送信基準とする前回差分の閾値 -1:無効

base_value 変化基準値
値が変化したと判断する基準となる値

sma_cycle 移動平均回数 1以下無効
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ラズパイ上でiot.configを編集するには
①コマンドプロンプトを開きます。

②sudo suと打ち込み、管理ユーザーに
切替えます。

③nano /boot/iot.config と入力します。

④modeの値など、必要な部分
を修正したら、ctrl+Xキーを押
し、Yキーで保存終了します。

ラズパイの動作をconfigにあ

わせて変更するには、再起
動してください。
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データプロファイル



ラズパイ ラズパイ ラズパイ ラズパイ

ＩＣカード
リーダー

ＩＣカード
リーダー

ＩＣカード
リーダー

ＩＣカード
リーダー

切断工程 曲げ工程 溶接工程 塗装工程

（Mode=2） （Mode=2）（Mode=2）（Mode=2）

作業指
示書

ＩＣ
カード

着手
完了

着手
完了

着手
完了

ＷｉＦｉ
ﾙｰﾀ

ＵＳＢ接続ＵＳＢ接続ＵＳＢ接続ＵＳＢ接続

進捗管理
アプリ

クラウド
DB
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ラズパイ ラズパイ ラズパイ ラズパイ

電流
センサー

電流
センサー

ﾓｰｼｮﾝ
センサー

環境
センサー

製造設備 製造設備
装置の
可動部

任意の
設置場所

（Mode=1） （Mode=1）（Mode=3）（Mode=3）

電源
ケーブル

OPEN
CLOSE

稼働中
停止中

ＷｉＦｉ
ﾙｰﾀ

設備管理
アプリ

クラウド
DB

配線ケーブル 配線ケーブル
bluetoothbluetooth
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使用エンティティ

RaspberryPiリスト

スマート環境センサー

スマートモーションセンサー

NFCポート

電流センサー

ラズパイ
mode=1

ラズパイ
mode=2

ラズパイ
mode=3

（アクセスログ用）
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クラウドにあるデータを直接見る（その１）

これは管理者ライセ
ンス（Professional版）
のみの機能です。

ファイルメニュー
の「クラウドデー
タベース」を選択

②管理ページ
を押下する
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クラウドにあるデータを直接見る（その２）

③ログイン画面でサイ
トID、ユーザID、パス
ワードを入力する

④エンティティ（RDBの

テーブルに相当する）
のなかから、IoTデータ
に該当するものを選択

⑤表示内容を
確認する。

「RaspberryPiリスト」というエンティティ
は接続確認用です。これは、config
ファイルのmodeに関係なくデータが設
定されます。ここで得られるIPアドレス
はリモート接続用にも利用します。
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演習の内容

演習１（ラズパイ上の設定の仕方）
• configの書き換え

• センサーデータの取得

演習２（アプリ側のカスタマイズ）
• 工程を増やす、項目を増やす

• Ｅｘｃｅｌの設定

演習３（センサーデータの利活用）
• 生データを加工する

• コンテキサー基本機能
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IoTデモの設定
の裏側



アプリ全体構造
進捗管理画面

稼働管理画面

状態管理画面
環境モニタ画面
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ラズパイ



稼働監視アプリ
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電流センサーの値

モーションンサーの値

環境センサーの値

環境の上限、下限値

各センサー
の最新値

稼働監視アプリ（設定画面）
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スマートモーションセンサーの設定

①データ取得を押すと
データが読み込まれます。

②編集モードに
切り替えます。

③センサーIDをコピー
（Ctrl+”C”キー）します。

④２か所に張り
付けます。

⑤設定の保存を押すと、次回か
らこの操作は不要となります。

センサーはそれぞれ固有のアドレスを
もっています。センサーを識別するため
に、送られてきた固有アドレスを最初に
１回だけ記録しておきます。
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ICカードリーダーの設定（その１）

ラズパイ
０１（切断）

ラズパイ
０２（曲げ）

ラズパイ
０１（溶接）

ラズパイ
０１（塗装）

ICカード
リーダ

USB端子

ICカード
リーダ

ICカード
リーダ

ICカード
リーダ

固有のID

ラズパイから送られてきたデータがどの
ラズパイなのかを識別するために、固
有のIDを記録しておく必要があります。

カード

＋指示書
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ICカードリーダーの設定（その１）

①試し読みさせます。
たとえば、殺段工程に
あるカードリーダーでIC
カードを読みます。

②読まれたデータの装
置IDをコピーします。

③該当する工程の装
置Idに張り付けます。

④すべての工程の設
定が終わったら、内容

を保存します。
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印刷機能のしくみ（その１）

印刷はExcelを利用します。

Excel
印刷
シート

データ
シート

データ
シート

データ
シート

コンテキ
サー

パネ
ル１

パネ
ル１

パネ
ル１

転送

セルの
リンク
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印刷機能のしくみ（その２）

印刷シート

データシート

②データシートに転送された
内容をリンクの設定に従って、
印刷シートに表示する

①あらかじめ関
係づけをしておく。
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①生産オーダを順に選
択します。

②印刷ボタンを押し、Excl
機能を用いて印刷します。

指示書の印刷
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工程のカスタマイズ



カスタマイズとして検査工程を追加します。

切削 曲げ 溶接 塗装 検査

追加
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52

編集モードに
変えます。



検査が追加
されます！
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②編集モードに
切り替えます。

①生産オーダを
ひとつ選択します。

③工程をドラッグ
＆ドロップします。
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作業指示書を確認します。
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演習の内容

演習１（ラズパイ上の設定の仕方）
• configの書き換え

• センサーデータの取得

演習２（アプリ側のカスタマイズ）
• 工程を増やす、項目を増やす

• Ｅｘｃｅｌの設定

演習３（センサーデータの利活用）
• 生データを加工する

• コンテキサー基本機能
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コンテキサー入門
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ＮＦＣポートデータからテーブル作成
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ＮＦＣポートを
選択します。

コンテキスト生成
ボタンを押します。
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クラウドにあるデータをダウンロードし表示します。
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指示書パネルを作成します。
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マウスの
右クリック

66



作業指示に対応するカード番号のカラムを作成する。
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パネル間の関係づけを対話的に行います。

パネル

パネル

選択されたアク
ションでレコード
を限定する

パネル

パネル

データの
転記

その２
その１

ＮＦＣポート

ＮＦＣポート

作業指示

作業指示
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転記コマンドの作成
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作業指示の内容を、すでにえられたデータから転記します。（転記コマン
ドの作成）・・・手でコピーすることもできます。

転記コマンドの作成

70



コマンドを実行するとカードの種
類だけデータが転記される。
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入力されたデータを、作業指示ごと（カードごと）に動的にフィルタをかけ
て限定することができます。

動的フィルタの作成
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動的フィルタの作成
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動的フィルタを実行してみます。

該当するカードの
みが選択される。
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作業指示 生産工程

ＩＣタグデータ

作業指示を選択したら
該当するデータが表示

される。

工程を選択したら該当す
るデータが表示される。

生産工程
装置ＩＤ
工程名

作業指示
cardid
オーダ番号



ＩＶＩーＩｏＴデータ
サーバー



ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーとは

• ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーは、各エッジ側から送られる
データを保存し、その内容を必要に応じて業務ア
プリケーション等に提供するためのサーバーです。

• ＩＶＩは、独自のテスト環境の中で、ＩＶＩ－ＩｏＴサー
バーの実装を行っていますが、これは利用者に公
開するものではありません。

• ＩＶＩは、会員向けに、ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーのソース
コードを無償で提供しています。会員は、自社内あ
るいはクラウド上の環境で展開し利用できます。

• ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーの機能は、デモを実施するため
の最低限のものであり、カスタマイズ等は、すべて
利用者側の責任で行う必要があります。
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著作権、実施権、改変権

• ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーの著作権は、内包する〇〇、〇
〇などのフリーソフトウェア部分を除き、株式会社
アプストウェブに帰属します。

• ＩＶＩ会員は、会員である期間に限り、無償でＩＶＩ－Ｉ
ｏＴサーバーを利用した自社あるいは他社向けの
サービスを提供することができます。

• ＩＶＩ会員は、ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーのソースコードの内
容を改変することができます。ただし、著作権に関
する記述を削除してはなりません。

• ＩＶＩおよびアプストウェブは、ＩＶＩ－ＩｏＴサーバーの
機能を保証せず、これに係る直接的、間接的な損
害について、一切の責任を負いません。
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トップ画面
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スマート環境センサーの内容
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ＮＦＣポートの内容
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ディスカッション



ＩｏＴキットのビジネスモデル

１０万円
ＩｏＴキット
レシピ

１０万円
ＩｏＴキット
ＷＧ

１０万円
ＩｏＴキット

工場の
作業員

キット
提供者

ものづくりＩＴ
サポーター

開発
メンバー

メーカー

ＩｏＴを活用
する

ＩｏＴを現場
に実装する

キットを販売
する

コンポーネント
を仕入れる

コンポー
ネント

新たな構成
を提案する

必要なソフト
を開発する

構成を承認
し追加する

現場の
要望

注文

注文
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費用

年月

費用

年月初期投資

定期投資 定期投資

保守費用

持続的改善費用

システム
不満足度

システム
不満足度

開発メンテ型

PDCA（ITカイゼン）型

初期
投資

次期
投資

つながる工場のシステム開発
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ものづくりの“つなげる化”のパートナー

✓ものづくり、しくみづくりの“現場”を対象とする。

✓まずは、“情報”の流れを整理、見える化する。

✓偏在する“データ”と仕事との関係を整理する。

✓情報をデータ化する方法を具体化し実施する。

✓データにより仕事の流れを再構成し提案する。

✓データによる仕事のカイゼン提案を奨励する。

✓データから新たな価値を生み出す方法を示す。

✓ITツールで自らシステムを作るきっかけを示す。

✓業務が少しずつ成長する過程にずっと付き合う。

85

“ものづくりITサポーター”

実際にツールを使っ
てシナリオを実現して

みましょう！



高度な設定（SE向け資料）
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ありがとうございました。


